
気象研究所技術報告　第3号　1979

6　あ　と　が　き

　現在，鉄塔施設として測器およびアナ・グ処理によるデータ前処理装置の設置はほぼ完成し，今後は汎

用小型電子計算機によるデータ処理の迅速化をはかるだけとなった。

　風速や気温に関する乱流統計量の算定は比較的容易に行なえるようになったが，湿度変動に関しては測

器のresponseおよび測定器の保守（熱電対乾湿計）の点で問題のあることがわかった。さらに213m

の風向によって3方向の1っを選んで測定を行なう方式を採用したが，風速の強い場合は比較的問題はな

いが，1大気の成層状態が安定で，風速の比較的弱い場合には風向のシヤーが見られ，必ずしも下層の

風向が213mの風向と一致しない場合が多く，定常観測をする場合の問題点として残った。

　また，多くの測定器を切換えて使用してV・るので，器差やnoi　seの間題に対しても，非常に注意を払

う必要のあることが認められた。
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